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本塾入学生の体力測定結果の分析(そのか
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はじめに

人間が生活を営む上で，健康・体力，そして身体活動が重要であるということは共通の理解

であると考えられる。しかし近年の我々を取り巻く状況は，機械化・自動化が進み，身体活

動の機会が著しく減少していることも明らかであり，体力の低下および運動不足等に起因する

成人病等が危倶されている現状がある。中でも，身体の発育発達の最終期にあたる大学生は，

過酷な受験準備により身体活動の機会を失った結果，体力レベルが特徴的に低下しているとい

う興味深い事項も報告されている。
(1)(5) 

このような状況の中，我々は本塾学生の体力レベルに関して検討した結果，年齢・入学前の
(2) 

運動経験の違いから，入学時の年齢が高い者ほど体力レベルが低く， さらに入学前に運動経験

を持たない者の体力レベルが低いという結果を得た。また，塾内出身者と塾外出身者を比較し

た結果，受験準備のために身体運動の機会を比較的制限されないと考えられる塾内出身者の体

力レベルが高いとし、う結果を得た。さらに，入学 1年後の体力レベルが入学時の体力レベルよ

り向上するとし、う結果を得た。

*慶麿義塾大学体育研究所助教授

**慶麿義塾大学体育研究所専任講師

*本*慶藤義塾大学体育研究所助手
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本塾入学生の体力測定結果の分析

以上の結果を基に，本報告は，前報で詳細に検討することの出来なかった身体運動の機会を

制限する要因と考えられる入学条件(受験入学・推薦入学・塾内進学者等〉の違いが入学直後の体

力測定値にどのような影響を与えるのかを検討しようとした。また，前報と同様に入学前の運

動経験が体力測定値に与える影響を検討するとともに， I可要因の交互作用に関しでも検討を加

えた。さらに，入学後のスポーツ活動への積極的な参加状況が，入学後の体力レベルの向上に

どのように影響を及ぼすかを検討しようとしたものである。

方 法

1. 測定項目および測定方法

測定項目は， (1)垂直跳， (2)反復横跳， (3)立位体前屈， (4)腕立伏(腕立伏臥腕屈伸)の 4項目

である。 (1)(2)(3)の項目は文部省スポーツ課の制定した方法に準じた。 (4)は， 2秒に 1回のリズ

ムにあわせて何回実施出来るかを測定し，女子の場合は，補助者を用い両膝背腕立伏臥腕屈伸

の形式を用いた。
(7) 

2. 測定期日および測定対象

測定は，あらかじめカリキュラムに組み込まれた授業開始直後の 4月(1回目〉と授業終了

直前の 1月 (2回目〉の体育実技時間中に行われた。

測定対象は，体育実技履修者全員である。

3. データの処理方法

各個人の測定値は， ~妻鹿義塾大学計算機センターの Facom M780型コンビュータにおいて

異常値の削溌等の前処理を行った後，次損値のない男子2477名，女子771名のデータをパーソ

ナルコンピュータに転送し，各比較条件ごとに，分散分析および t検定の手法を用い検討を加

， • L 
;-;c.. 7¥こ。

比較検討のための各分類に用いる略語は本報告では次の通りである。

入学条件の違い

内部進学 → 内部

推薦入学 → 推薦

帰国子女 → 帰悶

受験現役入学 → 現役

受験一浪入学 一ーーシ 1浪

受験二浪入学 2浪

入学前運動経験の有無
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本塾入学生の体力測定結果の分析

入学前運動経験あり → 経験

入学前運動経験なし → 非経験

入学後運動実施状況

特別な運動実施あり →運動

特別な運動実施なし → 非運動

結果と考察

表 1は，対象となった全被験者の 2回の体力測定結果の平均値と標準偏差を示したものであ

る。各要因に対する比較検討は， この表に示したデータを基に行った。

表 1. 2回の体力測定の結果

垂直跳(cm) bd長偵跳(1111) )'(. {¥'t:体IjijJni (cm) 腕 ~\'f. 伏(1口1)

11r1] 1] 2[ii]ll l[i11 rl 21111 Ll l[1tlll 2111111 11nl U 2~ll U 

男子 平均 60.19 60.33 46.91 47.45 11.27 11.22 29.83 31.42 

n=2477 標準偏疋 7.02 6.90 4.53 4.66 6.87 6.90 9.46 9.64 

弘-r 平均 41.96 42.28 38.70 38.72 14.86 14.91 16.79 22.56 

11=771 標準{問先 5.61 ラ.60 3.83 4.11 6.54 6.14 8.86 9.50 

1. 入学条件および入学前運動経験が入学直後の体力テスト結果に及ぼす影響

入学条件および，入学前の運動経験の違いが 1回目の体力テスト結果に及ぼす影響，ならび

に両者の相互作用の検討をするために各測定項目に関して 2要因の分散分析を行った。さら

に，分散分析において入学条件の主効果に有意な差が認められた場合は，各入学条件聞に対し

て Fisherの PLSD法により多重比較を行った。

(1) 男子

表 2. 入学条件と入学前運動経験が男子の 1回目の垂直跳の
測定結果に及ぼす影響 (cm) 

入学前運動経験 経験 非常宅験 平均 ANOVA 
内部 60.51 58.31 59.66 

推薦 62.54 58.55 61.47 

帰国 58.50 63.25 60.23 

入学条件 現役 61.49 58.60 60.22 F=1.225 NS 
1浪 61.20 59.00 60.18 

2浪 60.49 58.65 59.62 

平均 61.23 58.72 60.19 

ANOVA F=5.631 P<O.05 F=1.914 NS I 
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本塾入学生の体力測定結果の分析

表 3. 入学条件と入学前運動経験が男子の l回目の反復横跳の

測定結果に及ぼす影響 (回)

入学前運動経験 経験 非経験 平均 ANOVA 

内部 48.09 46.33 47.41 

推薦 48.78 46.32 48.12 

帰国 43.64 44.88 44.09 F=5.297 

入学条件 現役 47.57 45.71 46.75 Pく0.05

1浪 47.20 45.73 46.52 

2披 46.70 45.44 46.10 

平均 47.66 45.87 46.91 

ANOVA F=11.283 P<0.05 F=1.001 NS 

表4. 反復横跳の入学条件聞の差と多重比較の結果 (男子)
B¥A 内部

内部 -
推薦 ー0.71

帰国 3.32 

現役 0.67 

1浪 0.89 

2(.艮 1.31 

推薦 帰 [~1 現役 1浪 2浪

* * * * * 
. bド * * * 
4.03 . * * 

1.38 -2.66 -
1.60 -2.43 0.23 . 

2.02 -2.01 0.64 0.42 . 

u:売はA条件の平均値から B条件の平均値を引いた値
* = pく 0.05

表 5. 入学条件と入学前運動経験が男子の 1回目の立位体前屈の

測定結果に及ぼす影響 (cm) 

入学rW運動経験 経験 非経験 平均 ANOVA 

IAJ部 11.54 10.38 11.09 

推薦 12.93 11.33 12.50 

帰出 13.21 8.38 11.46 

入学条件 ;品」役 11.54 9.83 10.78 F=1.705 NS 

1浪 11.55 1l.l4 11.36 

2浪 12.31 10.03 11.23 

平均 11.79 10.54 11.27 

ANOVA F=11.805 P<0.05 F=1.241 NS 

表・ 2・3・5・6は，男子の入学時の体力測定結果4種目に関する入学条件と入学前運動

経験の分類による平均値と 2要因分散分析を行った結果を示すものである。また，表4・7

は， 2要因分散分析の結果，入学条件の主効果に有意な差が認められた種目に関して各条件聞

の差と多重比較を行った結果を示したものである。

2要因分散分析を行った結果(表2・3・5・6)，交互作用に関しては4種目とも有意性が

認められなかった(垂直跳;Fニ1.914， N S，反復横跳;F = 1. 001， N S，立位体面j屈， F =1. 241， 

NS，腕立伏;F = 1. 042， N S )。これは，入学条件と入学前運動経験の 2つの要因は独立した

ものであり，一方の要因は他方の要因の影響を受けないことを示している。
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本塾入学生の体力測定結果の分析

表 6. 入学条件と入学前運動経験が男子の l回目の腕立伏の

測定結果に及ぼす影響 <r日1)

入学liij運動経験 経験 )1:料験 平均 ANOVA 
l付 I~I~ 32.91 28.30 31.13 

打ta1 33.84 27.56 32.17 

帰[f<] 33.43 31.25 32.64 F=5.413 

入学条件 s.H生 31.18 27.55 29.58 Pく0.05

1iU 30.15 26.54 28.48 

2M 30.21 27.26 28.82 

、|えEJ 31.61 27.34 29.83 

ANOVA F=24.582 P<O.05 F=1.042 NS 

表 7. 腕立伏の入学条件閣の差と多重比較の結果 (男子)

B¥A 内部

内部

推薦 -1.04 

帰国 -1.51 

現役 1.55 

l浪 2.65 

2浪 2.32 

推薦 帰国 現役 1浪 2浪

* * 言恥

* * 水

-0.47 . * 

2.59 3.06 . * 
3.69 4.15 1.09 

3.35 3.82 0.76 ー0.33 -
注:差はA条件の平均値から B条件の平均値を引いた値

* = P < 0.05 

次に， 2つの要因の各々の主効果に関して見ると次のような結果となった。

入学条件の要因に関しては，垂直跳が F= 1. 225( N S )，立位体前屈がF= 1. 705( N S)で¥

有意性は認められなかった。しかし反復横跳はF=5. 297(p<0. 05)，腕立伏が F=5. 413(p< 

0.05)であり，この 2種目では入学条件の主効果が有意であると認められた。

入学条件の主効果に有意性が認められた2種目に関して多重比較を行った結果が表4・7で

ある。一対比較の結果有意な差が認められた条件の組み合わせは次の通りである。

反復横跳では，推薦がもっとも高い値 (48.12回)を示し他の全ての条件(内部47.41回，帰国

44.09回，現役46.75回， 1浪46.52回， 2浪46.10回)との差に有意性 (P<0.05)が認められた。内

部は，推薦の次に高い値を示し全ての条件との差に有意性 (P<0.05)が認められた。帰国は最

も低い値を示し， 2浪以外の全ての条件との差に有意性が認められた。

腕立伏では，内部 (31.13回〉および推薦 (32.17回〉の条件が現役 (29.58回〕・ l浪 (28.48回〉・

2浪 (28.82回〉の条件より高い値を示しその差に有意性 (P<0.05)が認められた。また，帰国

は最も高い値を示すが， 1浪との差にのみ有意性 (P<0.05)が認められた。

これらの結果をまとめると敏捷性の指標である反復横跳と筋持久力の指標である腕立伏の2

種目は，推薦・内部とし、ぅ受験準備のために運動活動を疎外されない入学条件が現役・ 1浪・

2浪とし、う受験準備のために運動活動の機会を減少された条件の者に対して優れた値を示すと

いう傾向が明かとなった。
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本塾入学生の体力測定結果の分析

つぎに，入学前運動経験の要因に関しては，全ての種目において，経験が非経験より高い値

を示しその差には，有意性が認められた(垂直跳， di丘=2.51cm，F =5.631， p<0.05，反復横

跳;di旺.=1.79回， F = 11. 283， p<0.05，立位体前屈;di旺.=1.25cm， F =11. 805， p<0.05，腕立伏;

diff.=4.27回， F =24. 582， p<0.05)。この結果は，前報と同様な結果である。

(2) 女子

表8・10・12・13は，女子の入学時の体力測定結果4種目に関する 2要因分散分析の結果を

示したものである。表9・11は，入学条件の要因に関する多重比較の結果である。

2要因分散分析を行った結果(表8・10・12・1めから， 2要因聞の交互作用に関しては4種

目とも有意性が認められなかった(垂直跳;F = 2. 144， N S ，反復横跳;F = 1. 062， N S ，立位体

前屈;F = 1. 266， N S ，腕立伏;F = O. 933， N S )。これは，男子の結果と同様なものであり，入

表 8. 入学条件と入学前運動経験が女子の l回目の垂直跳の

測定結果に及ぼす影響 (cm) 

入学前運動経験 経験 非経験 *.均 ANOVA 

内部 42.78 42.71 42.75 

推薦 44.51 41.94 43.23 

帰国 43.04 38.13 41.33 F=3.999 

入学条件 現役 41.87 41.18 41.46 P<O.05 

1浪 41.86 40.79 41.29 

平均 42.64 41.36 41.96 

ANOVA F=13.486 P<O.05 F=2.144 NS 

表 9. 垂直跳の入学条件聞の差と多重比較の結果 (女子)

B¥A 内部 推薦 帰国 現役 1浪

内部 . * * 

推薦 ー0.48 * '“ 
帰国 1.42 1.90 . 

現役 1.29 1.76 -0.14 . 

1浪 1.46 1.94 0.04 0.17 . 

lE:差は A条件の平均値から B条件の平均値を引いた値

* = P < 0.05 

表 1O. 入学条件と入学前運動経験が女子の 1回目の反復横跳の

測定結果に及ぼす影響 (回)

入学前運動経験 経験 非経験 平均 ANOVA 

内部 40.05 39.32 39.70 

推薦 40.82 38.82 39.82 

帰国 38.46 35.40 37.40 F=9.022 

入学条件 現役 38.92 37.74 38.22 P<O.05 

1浪 38.82 37.57 38.15 

平均 39.44 38.04 38.70 

ANOVA F=23.651 P<O.05 
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本塾入学生の体力測定結果の分析

学条件と入学前運動経験の2つの要因は独立したものであることを示しているO

次に，入学条件の主効果に関して見ると次のような結果となった。垂直跳が F=3.999 (P< 

0.05)，反復横跳は F=9. 022 (P<0.05)，立位体前屈が F=2.064(NS)，腕立伏が F=1. 735 

(N S)であり，垂直跳と反復横跳の 2種目において入学条件の主効果が有意であると認められ

た。この結果は，反復横跳・腕立伏の2種目で入学条件の主効果が認められた男子の結果とは

異なったものである。

入学条件の主効果に有意性が認められた瞬発力の指標である垂直跳と敏捷性の指標である反

復横跳の2種目に関して多重比較を行った結果が表9・11である。一対比較の結果有意な差が

認められた条件の組み合わせは次の通りである。

垂直跳では，推薦 (43.23cm)が最も高い値を示し2番目が内部 (42.75cm)であれ両条件

と現役 (41.46cm) .1浪 (41.29cm)との問の差に有意性 (P<O.05)が認められた。反復横跳で

表 11 .反復横跳の入学条件問の差と多重比較の結果 (女子)
r-ーー・圃

B¥A 内部 折f:薦 帰国 現役 l浪

内部 . * * * 
推薦 -0.12 争終

* * 
帰国 2.30 2.42 

現役 1.48 1.59 幅0.83 . 

l浪 1.55 1.66 国0.76 0.07 -
一--占帽園周・圃圃・田園園田園田

j主;差はA条件の平均値から B条件の平均伯をう|いた値

* == P < 0.05 

表 12. 入学条件と入学前運動経験が女子の 1回目の立位体前屈の

測定結果に及ぼす影響 (cm) 

入学IIij運動経験 経験 非経験 平均 ANOVA 

内部 13.14 14.49 13.79 

推薦 16.70 15.21 15.96 

帰国 15.89 15.47 15.74 F==2.064 NS 

入学条件 現役 15.23 14.15 14.60 

l浪 16.20 14.11 15.09 

平均 15.35 14.43 14.86 

ANOVA F=1.577 NS F=1.266 NS 

表 13. 入学条件と入学前運動経験が女子の 1回目の腕立伏の
測定結果に及ぼす影響 (同)

入学則運動経験 経験 非経験 平均 ANOVA 

内部 17.69 14.75 16.28 

推薦 19.34 17.86 18.60 

帰国 18.07 16.20 17.42 F=1.735 NS 

入学条件 現役 17.91 15.12 16.27 

1浪 19.38 13.86 16.45 

平均 18.39 15.39 16.79 

ANOVA F=13.394 P<O.05 F==O.933 NS 

一
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本塾入学生の体力測定結果の分析

は，推薦 (39.82回)が最も高い値を示し 2番目が内部 (39.70回〉であり，両条件と帰国 (37.40

回)・現役 (38.22回〉・ 1浪 (38.15田〉との聞の差に有意性 (P<0.05)が認められた。

これらは，測定種目の相違はあるものの，男子と同様に推薦・内部とし、う入学条件が現役・

1浪とし、う受験準備のために運動活動の機会を減少された条件の者に対して優れた値を示すと

し、う結果である。

つぎに，入学前運動経験の要因では，立位体前屈以外の種目において，経験が非経験より高

い値を示しその差には，有意性が認められた(垂直跳;di丘=1.28cm， F=13.486， p<0.05，反

復横跳;diff.= 1. 4回， F = 23.651， p<0.05，腕立伏;diff. = 3.00回， F = 13.394， p<0.05)。これは男

子と同様に，前報とおなじ傾向を示すものである。

2. 入学後の運動活動が2回の体力測定結果の変化に及ぼす影響

表14・15は，各々男女の入学後の体力測定結果の推移を分析した結果である。表の左側は 1

回目の測定値と 2回目の測定値の変化に関して t検定を行った結果である。表の右側は， 2回

の測定値の差が入学後の運動実施状況の要因により変化するかを検討した結果である。

(男子〉

表14は，男子の 2回の測定値の平均と t検定の結果，並びに 2回目の測定値から 1回目の測

定値ヲ|し、た差の平均値と 1要因分散分析の結果を示したものである。反復横跳(全体;di旺

0.54回， t =6.566， p<O.OOl， 運動;di旺.=0.71回， t = 6. 442， p< O. 001，非運動;di旺.=0.32回， t 

= 2. 673， p< O. 01)および腕立伏(全体;di百.=1. 59回， t =11.083， p<O.OOl，運動， di百.=1. 93回，

t = 9. 801， p< O. 001，非運動;di正=1.18回， t = 5. 659， p< O. 001)は，運動・非運動の両条件と

も2回の測定値が 1回目の測定値より高くその差に有意性が認められた。立位体前屈では，非

運動の群が 1回目の測定値より 2回目の測定値が低くその差に有意性 (di旺.ニー0.24cm，t = 

表 14. 入学後運動実施状況が男子の体力測定値の変化に及ぼす影響
l回目 2回目 1 diff. t 2 rw口-1凶目 l diff. ANOVA 

全体 60.19 60.33 I 0.14 1.394 NS 
垂直跳(cm) 運動 61.01 61.26 : 0.25 1.874 NS 0.25 I 0.24 F=1.384 

非運動 59.19 59.20 ! 0.01 0.068 NS 0.01 NS 
全体 46.91 47.45 : 0.54 6.566 P<O.∞l 

反復横跳(回) 運動 47.59 48.30 0.71 6.442 P<O.∞1 0.71 0.39 F=5.717 I 
非運動 46.ω 46.42 0.32 2.673 P<0.01 0.32 P<0.05 
全体 11.27 11.22 ー0.05 0.656 NS 

立位体前屈(cm) 運動 11.59 11.71 0.12 1.286 NS 0.12 0.36 F=6.708 
非運動 10.88 10.64 -0.24 2.300 P<0.05 -0.24 P<0.05 
全体 29.83 31.42 1.59 11.083 P<O.∞1 

立J腕立伏(回) 運動 30.96 32.89 i 1.93 9.801 P<0.001 1.93 : 0コ5
非運動 28.46 29.64 I 1.18 5.659 P<O.∞1 1.18 

-8-



本塾入学生の体力測定結果の分析

2.300， Pく0.05)が認められた。これらの結果は，前報と同様の傾向を示す結果であるが，今回

の結果では，垂直跳には測定値の向上に有意性は認められなかった。

さらに， 2回の測定値の差に関して入学後の積極的な運動実施状況がどのように影響するの

かを検討するために 1要因分散分析を行った。その結果，反復横跳 (diff.=0.39回， F=5.717， 

p<0.05)・立位体前屈付近=0.36cm， F =6. 708， p<0.05)・腕立伏付近.=0.75回， F =6.766， p 

く0.05)の3つの測定項目に関して，運動条件が非運動条件より差が大きく，測定値の向上の

程度に違いがあることが明らかになった。

以上の結果は次のようにまとめられる。すなわち，敏捷性を示す指標である反復横跳と上体

の筋持久性を示す腕立伏は入学後 1年間に特別な運動活動の有無にかかわらず向上するが，向

上の度合から見ると特別な運動活動を実施している者は実施していない者より明かに向上の度

合が高い傾向を示す。また，立位体前屈では，特別な運動を実施していない者は明かにその値

を低下させ，その結果として運動実施をする者との間に差が生じるというものである。

〈女子〉

表15は，女子の結果を示したものである。主直跳(全体;di百.=0.33cm， t =2.094， p<0.05， 

運動;diff.=0.47cm， t二 2.401， p< O. 0のならびに腕立伏(全体;di任ニ5.77回， t二 22.828，p< 

0.001，運動;di旺.二5.87回， t = 18. 700， p< 0.001，非運動;diff. = 5.60回， t = 13.119， p< 0.001)で

2回目の測定値が 1回目の測定値上り高くその差に有意性が認められた。反復横跳・立位体前

屈では，測定値の差に有意性は認められなかった。

次に， 2回の測定値の差に対して運動実施状況の影響を検討するために l要因分散分析を行

った。その結果，垂直跳・反復横跳・立位体前屈・腕立伏の 4種目とも運動実施状況による測

定値の向上の程度に差は認められなかった。

以上の結果は，男子とは異なったものである。すなわち，腕立伏では運動実施状況にかかわ

表 15. 入学後運動実施状況が女子の体力測定値の変化に及ぼす影響
1回目 2同日 1 diff. 21争!]tJ-1Iri] 11: diff. ANOVA 

全体 41.96 42.28 I 0.33 2.094 P<0.05 

垂直跳(cm) 運動 42.29 42.75 I 0.47 2.401 P<0.05 0.47 I 0.39 F=1.478 

非運動 41.38 
41 .. 4762」!」0必.03 0.093 NS 0.08 NS 

全体 38.70 38.72 : 0.211 NS 
反復横跳(回〉 運動 38.96 39.07 : 0.10 0.588 NS 0.10 : 0.20 F=0.513 

非運動 38.23 38.13 : -0.10 0.461 NS ー0.10 NS 
全体 14.86 14.92 I 0.06 0.552 NS 

立位体前屈(cm) 運動 15.08 15.29 : 0.21 1.493 NS 0.21 0.42 F=3.279 

非運動 14.47 14.27 : -0.20 1.168 NS ー0.20 NS 
全体 16.79 22.56 : 5.77 22.828 P<O.∞1 

腕立伏(回) 運動 17.87 23.74 : 5.87 18.700 P<O.OO1 5.87 0.26 F=O.252 

非運動 14.90 20.50 I 5.60 13.119 P<O.OOl 5.60 NS 
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らず測定値に大きな向土が認められ，また垂直跳では運動実施者のみに向上が認められるが，

運動実施状況の違いによる差を認めることは出来ないとし、う結果である。

ま と め

本報告は，入学条件・入学前運動経験・入学後運動実施の 3要因が体力測定値(垂直跳・反

復横跳・立位体前屈・腕立伏〉にどのような影響を与えるかを分析・検討したものである。その

結果，以下の知見を得た。

1. 身体運動の機会を制限する要因と考えられる入学条件(受験入学・推薦入学・塾内進学者

等〉の違いは男子では反復横跳・腕立伏，女子では垂直跳・反復横跳で， 内部進学者・推

薦入学者が受験入学者に対し入学直後の体力測定値に優れた値を示すことが認められた。

2. 女子の立位体前屈以外の種目で，入学前に特別な運動経験の有る者は，無い者より入学

直後の体力測定値が高い値を示すことが認められた。

3. 入学 1年後の体力測定値は，男子では反復横跳・腕立伏，女子では垂直跳・腕立伏で向

上が認められた。さらに，入学後の積極的な運動実施の測定値向上に対する影響は男子の

場合認められたが，女子では認められなかった。
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